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報告事項１

（１）首里城復興への取組状況
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令和2年3月27日首里城正殿等の復元に向けた工程表

首里城正殿等の復元に向けた工程表
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北殿

正殿

南殿・番所・近習詰所

奉神門（北側）

書院・鎖之
間

奥書院

二階御殿黄金御殿・寄満女官居室

令和元年１０月３１日未明に発生した火災により、９棟の建物が被災（全焼：７棟、一部焼失：２棟）。

首里城ドローン写真 （令和元年１１月１日時点）

全焼 一部焼失
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首里城ドローン写真 （令和５年３月１６日時点）
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原寸場
(Ｒ３・Ｒ４年度)

木材倉庫
・加工場

(Ｒ３・Ｒ４年度)

見学スペース
（Ｒ４年度～）

凡例
一般利用動線

バリアフリー利用動線

工事用仮設道路

作業
ヤード

作
業

ヤ
ー
ド

北殿北側見学通路
（Ｒ３年10月27日一部供用開始）

素屋根
（Ｒ４年度

～）

見学者用階段・EV
（Ｒ４年度～）

Ｒ３年度以降の木材倉庫等仮設施設の整備について
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原寸場

木材倉庫

奉神門

北殿北側見学通路

原寸場 見学エリア

2021年10月完成 2022年9月完成 2022年11月以降整備

素屋根

素屋根 見学棟

※詳細は現在調整中

正殿復元に向けた仮設施設の整備について（CGイメージ）
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木材倉庫の令和４年９月末完成にあわせて、令和３年１０月２７日に供用開始した北殿北側見学通路（仮設デッキ）に新たな見学
エリアがオープン。本見学エリアでは、原寸場内で作業する職人の様子が間近で見られるほか、デジタルサイネージによる正殿
復元の工程等の解説や木材倉庫等の解説展示等を設置している。

北殿北側見学エリア（全景）

原寸場内の様子を見学可能に 現場での展示サイン

原寸場横の新たな見学エリア

北殿北側見学エリアの整備 （R４年10月１日供用開始）
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基本施策 施策展開
主な担当部

局

1. 正殿等の早期復
元と復元過程の
公開

⑴伝統技術を活用した施設整備
⑵木材、瓦等の調達に向けた取組

⑶復元過程の公開による観光資源としての
活用

土木建築部

2. 火災の原因究明
及び防火設備・
施設管理体制の
強化

⑴再発防止に向けた防火設備等の強化
⑵安全性の高い施設管理体制の構築

土木建築部

3. 首里城公園のさ
らなる魅力の向
上

⑴国営・県営区域の一体的利用
⑵多様で柔軟な施設の活用

土木建築部

4. 文化財等の保全、
復元、収集

⑴首里城跡の適正な保全と価値の周知
⑵文化財等の復元、修復及び収集

文化観光スポーツ部
教育庁

5. 伝統技術の活用
と継承

⑴伝統的な建築技術の活用と継承
⑵美術工芸における伝統技術の継承

商工労働部
土木建築部※1
文化観光スポーツ部
教育庁

6. 「新・首里杜構
想」による歴史ま
ちづくりの推進

⑴歴史を体現できる風格ある都市空間の創
出

⑵首里城公園及び周辺地域の段階的整備
⑶交通環境の整備

土木建築部

7. 歴史の継承と資
産としての活用

⑴多様で魅力ある観光資源の活用
⑵平和を希求する「沖縄のこころ」の発信
⑶次世代を担う子どもたちへの継承

子ども生活福祉部
文化観光スポーツ部
商工労働部
教育庁

8. 琉球文化のルネ
サンス

⑴多様性・独自性を持つ琉球文化の再認識
⑵琉球文化の復興と新たな文化の創出
⑶国内外へ向けた琉球文化の発信

文化観光スポーツ部
商工労働部
教育庁

全体概要：首里城復興基本計画（Ｒ３．３）の基本施策

※1首里城未来基金を活用した人材育成をR5から開始
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Ｒ１年度
（首里城焼失）

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 ・・・

首里城復興基本計画（Ｒ２年度策定、対象期間 Ｒ２～Ｒ１３年度末まで）

火災再発防止検討 首里城公園管理体制構築検討

新首里杜構想に基づく首里城周辺の歴史まちづくり等推進

中城御殿跡地整備検討

寄附金を活用した城郭内施設等の復元（首里城復興基金事業）

見せる復興の推進（復興イベント、情報発信、破損瓦利活用等）

首里城復興基金への寄附金受入
（焼失施設等の復元）

首里城未来基金※への寄附金受入
（人材育成、周辺施設整備）

寄附金を活用した人材育成の推進
（首里城歴史文化継承基金事業）

※正式名称／首里城歴史文化継承基金

（首里城公園管理体制構築検討委員会運営、首里城公園管理体制構築計画策定 等）（首里城火災に係る再発防止検討委員会運営 等）

（首里城復興基本計画内に新首里杜構想を策定、首里杜地区整備基本計画策定、首里杜まちづくり推進協議会運営 等）

（中城御殿跡地整備検討委員会、中城御殿整備基本計画改定 等）

（木材・赤瓦の調達、扁額・制作物の復元、復元に係る各種委員会運営 等）

（ナイツタイムコンテンツ・ものづくり体験・地域交流に係るイベント実施、復興サイト・ＳＮＳ運営、 破損瓦利活用した取組の推進等）

首里城復元・復興に向けたスケジュール（県）
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年度
取組

令和3年度
(2021)

令和4年度
(2022)

令和5年度
(2023)

令和6年度
(2024)

令和7年度
(2025)

令和8年度
(2026)

管理センター
及び首里杜館
の増築・改修

防火設備等
の整備

国営公園との連携構築に伴う設備等の整備
(城郭内の情報を奉神門以外への共有)

工事
管理センター
の基本設計

(景観検討を含む)

管理センター及び
首里杜館の実施設計
(建築審査会等を含む)

管理センター及び
首里杜館の増築等工事
(国営公園との連携構築に
伴う設備等を除く)

整備方針 基本設計 実施設計 増築・改修工事

防火設備等の詳細検討を反映

首里城公園の管理体制構築「公園管理センターの増築・改修」

令和３年度の検討を踏まえ、令和４年度は、公園全体の統括機能の強化に向けて、首里城公園
管理センターの増築・改修の基本設計（景観検討を含む）を行った。

首里城公園管理センター 配置図（案）

増築棟 新築①防災センター機能
の強化に係る検討

既存棟 改修

③敷地計画・景観の検討

②現況施設の条件等を踏まえた
必要な諸室の規模・配置等の検討

火災受信機
監視モニター
放送設備
自家発電設備

防火設備等の詳細検討

全体基本計画復元基本方針 ※国の検討

防災センター機能
の向上の考え方 工事

防火設備等の実施設計等

詳細検討 基本設計 実施設計
初動対応の詳細検討を反映

火災受信機、監視モニター、
放送設備、自家発電設備等の整備

防火設備等の基本設計等
※国と県の役割分担等を含む

正殿単体完成時に向けた
防火設備等の課題の抽出

全体基本計画を反映
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首里城公園の管理体制構築「公園管理センターの増築・改修」基本設計方針【概要】

既存棟の配置計画
・首里城公園管理センター内に防災拠点スペースを設け、城郭内外の
情報の集約と発信に対応できる防火設備等を集約した配置とする。

増築棟の配置計画
・必要諸室面積を確保しつつ、周辺景観を考慮して県道50号線側から
できる限りセットバックした配置とする。

・駐車・駐輪スペースを最小限に抑えて、既存植栽帯を活かし、現在
の緑の景観を保持するように計画する。

建築計画
・増築部分は、地下１階・地上２階建てとする。
・既存棟と屋根葺き方や屋根勾配を統一する。

立面計画と施設の色彩の計画
・既存管理棟と渡り廊下でつなぐ増築部分であることから、施設全体
として外観の一体感を持たせるため、既存管理棟と同様の仕上材と
し、腰壁(厚30杉板張り)や巾木(琉球石灰岩)の高さを既存施設と揃
える計画とする。

東側立面図 No Scale

増築既存

管理センター北東側(交差点)※鳥瞰

管理センター北東側(出入口)

＜参考＞BIMソフトを用いた3Dパース
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中城御殿イメージパース【施設概要】
王国末期から戦前に至る王家ゆかりの屋敷で竣工間取

図などの復元（再現）を可能とする根拠資料が存在する。

【事業実施場所】
旧県立博物館跡地（首里城公園（県営区域）内）

【規模・総事業費】
敷地面積 ： 約11,330㎡
延べ床面積： 約3,870㎡（RC造3,030㎡、木造840㎡）

【令和３年度整備基本計画改定の概要】
・首里城復興基本計画を踏まえ主に以下の項目を見直し
①展示収蔵計画の拡充見直し（美術工芸品の保存管理）
②施設全体の防災・防火対策の強化
③公園全体の一体利用、魅力向上に資する利用の拡充

首里まちづくり研究会作成パース

【中城御殿整備スケジュール（案）】

中城御殿跡地整備の概要

中城御殿の家門（正門）那覇市歴史博物館
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中城御殿上之御殿エリア（第一期工事 R5～）の整備方針
整備計画イメージパース遺構写真（上之御殿庭園遺構）往時の立岩周辺の写真
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龍潭の一帯（明治34年発行日本名勝地誌）
那覇市歴史博物館

龍潭周辺整備（松崎馬場跡）の整備方針

松崎馬場植栽等計画図

松崎馬場跡の整備方針
首里城正殿及び中城御殿の整備工程を踏まえ、
令和８年度までに松崎馬場の空間を整備する。
宿道上の遺構の保全、公開、活用等の方針は中
長期的な視野で検討するため、遺構の真上を避け
た位置に園路を整備する。

【園路整備の方針】
① 園路(宿道)は、令和8年度までの供用開始に向
け暫定的なルートでの整備とする。

② 園路整備では、中城御殿と公園中心部を結ぶ来
園者や管理車両等の通行機能を確保する。

③ 園路は、師範学校時代の石垣や芸大石積を迂
回したルートとする。

④ 園路整備にあたっては、宿道(松崎馬場)の歴史
的風致景観や世持橋からの景観に留意する。

⑤ 園路幅員は、試掘調査で検出された宿道遺構の
舗装幅員の4.0ｍを基本とする。

⑥ 園路沿いで転落の恐れのある箇所については、安
全対策を講ずるものとする。

⑦ 園路沿いの芸大境界側には築山・植栽帯を設
け、芸大駐車場からの雨水等を受ける側溝を設
ける。

【広場整備の方針】
① 利用者の休憩や歴史学習への活用を想定し、国
学・首里聖廟石垣前と松崎(龍潭突出箇所)付
近、園路中間付近に広場を配置する。

② 周辺施設の景観や遺構に留意するとともに、広
場の機能を考慮した整備を行う。

松崎馬場のイメージ
出典：NPO法人首里まちづくり研究会ホームページ

『中山傳信録』の「重陽宴図」（1719年冊封）
琉球大学 15



○目的
首里城復興基本計画の基本施策に位置付けられた「新・首里杜構想による

歴史まちづくりの推進」を目的とし、首里杜地区の目指す姿や具体的な施策
などをとりまとめた計画である。

○計画期間
・計画期間は、令和4年度から令和13年度までの10年間とする。
・正殿完成予定の令和8年度までを前期５年、以降を後期５年とする。

○計画の特徴
計画の各取り組みについては、具体的なロードマップを整理している。また、

多様な主体が連携して効果的なまちづくりを行えるよう、テーマやエリアごとに
関連する施策や事業をパッケージ化した点が特徴である。

後　　期　（5年）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027～2031年度

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和7年度 令和8年度 令和9～13年度

4 継続 無電柱化推進事業　（県道49・50号線） 県（道路管理課）

5 継続 公共事業における景観アセスメント 県（都市計画・モノレール課）

③共創の景観まちづくりの推
進

地域人材の育成 11 継続 沖縄らしい風景づくりに係る人材育成 県（都市計画・モノレール課）

①幅広い歴史文化資源の再
評価と保存・活用

推進に向けた調査・計画の策定 15 新 第32軍司令部壕保存・公開 県(女性力・平和推進課)

16
継続・
新

中城御殿跡地整備 県（首里城復興課・都市公園課）

17 継続 円覚寺三門復元工事 県（文化財課）

18
継続・
新

龍潭周辺整備（松崎馬場、世持橋等） 県（首里城復興課・都市公園課）

20-1 新 指定文化財周辺の環境整備（南城郭、継世門等の修復保全） 県（文化財課）

③歴史文化資源の魅力向上・
活用や新たな資源の創出

地域と協働による新たな文化資源の
創出

21-1 新 地域資源の調査及び修景等 県（首里城復興課）

主要渋滞箇所の対策 22
継続・
新

渋滞ボトルネック対策 県（道路街路課）

（２）歴史文化資源等の保
全・整備・活用

②拠点資源及び周辺の保全・
復元・整備

歴史文化資源の保全・復元・整備

前　　期　（5年）

（１）古都首里を感じられ
る空間の創出

景観に配慮した良質な公共空間の創
出

事業主体事業小項目方針 中項目
取り組み
No

継続
or
新規

①古都首里を感じられる良
好な景観形成の推進

2026（令和8）年 首里城正殿完成予定

調査(文化財) 設計 工事

景観アセスメント対象事業の選定・実施

人材育成・シンポジウム等の計画・実施等

調査・設計

設計

工事

有識者委員会

における検討

工事

工事等（順次実施）

調査・設計・工事等（順次実施）

取り組み方針の検討 調査・設計 整備等（順次実施）

交通量調査、渋滞長調査、対策検討、対策実施（順次実施）、効果検証

○計画の推進体制
令和４年度に、有識者、行政関係、地域団体、関係事業者等で構成する「首里杜まちづくり推進協議会」を設置し、計画の進捗管理や改

善を実施予定。協議会では、県、那覇市、地域団体の三者にて事務局を担い、計画の実現に向けた推進体制を構築することとしている。

○取り組みロードマップ（一部抜粋）

首里杜地区整備基本計画（令和４年４月策定）の概要
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首里杜まちづくり推進協議会（令和４年9月設立）の概要
首里杜まちづくり推進協議会【設立総会】
日時：2022年9月21日（水）14時～
場所：首里公民館

構成員分類 構成員

(1)地域 地域住民・団体 など 首里杜地区まちづくり団体連絡協議会

(2)事業者

地域に所在する観光・商工・交通に関連する事業者、NPO、社団法
人 など

首里染織館suikara

バス・タクシーなど公共交通関連事業、観光DXなど関連テーマを推
進する団体・事業者 など

ＳＣＳＫ株式会社

(3)学術機関、専門家、
団体

地区や取り組みに関連する学術機関や専門家グループなど 国立大学法人琉球大学

(4)行政 国、県、市

那覇市

沖縄県

国（沖縄総合事務局）

(5)その他
必要な構成員

首里城公園管理者 など 一般財団法人沖縄美ら島財団

令和4年度の活動概要
①各主体が進める事業の内容確認／進捗確認
②協議会の体制のあり方の検討
③「首里杜地区交通・観光マネジメント計画（骨子案）」の検討
④首里杜地区のまちづくりや協議会に関する情報発信

事務局体制
地域事務局を首里杜まちづくり団体連絡協議会、市事務局を那覇市都市計画課、
県事務局を沖縄県首里城復興課に設置し、協議会の調整やとりまとめを行う。
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D2-2/3Dホログラム

D4-G3/55型4Kモニター

D4-G3/55型4Kモニター

A-1/パネルボード

D4-G1D4-G1/55型4Ｋモニター

D5/100型モニター

D8/操作パネル

④デジタルコンテンツ説明

⑦サイン/守礼門方向への誘導

⑨琉球王朝（常設展）

王都首里街並復元模型

⑤模型連動/動画・静止画再生

B1駐車場から
ガイダンスホール

B1/B2駐車場から
ガイダンスホール

D1/65型4Ｋモニター

D7/天吊スクリーン

D7/天吊プロジェクター

D2-1/3Dホログラム
②街並模型への誘導

体温測定
モニター等

Ｓ

Ｓ

D6/4面モニター

⑧映像／講座

守礼門方向へ

元の主要動線

改修後の主要動線

③インタラクティブ
プロジェクションマッピング

D3-2/
床面投影プロジェクター

⑥映像（在りし日の首里城）

ガイダンスホール
の拡張

①ガイダンスホール
への誘導

D2-1/3Dホログラム

⑤施設情報／動画

②街並模型への誘導

④復興状況の発信／施設案内図

D4-G2/55型4Kモニター

守礼門方向へ

首里杜館ガイダンスホールの改修について（１）
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インタラクティブプロジェクションマッピング
D3-2/床面投影プロジェクター

サイン/守礼門方向への誘導
D2-2/3Dホログラム

街並模型への誘導
D2-1/3Dホログラム

王都首里街並復元模型/解説動画等
D5/100型モニター(２台)

琉球王朝（常設展）
A-1/パネルボード

首里杜館ガイダンスホールの改修について（２）
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県民等の復興への参画促進への取組(首里城火災破損瓦等の活用)

首里城火災で焼け残った瓦や石材を首里城の思い出として活用したいとの声を受けて、希望
者に対して破損瓦等を配布し、様々なイベントや活動を行ってもらうことで、首里城への「思い」
を多くの人が共有し、形として残していくことを目的に実施。
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首里城図柄入りナンバープレートの
発行は、令和５年 10 月頃を予定

県民等の復興への参画促進への取組（ナンバープレート導入）
県では、「地方版図柄入りナンバープレート」の制度を活用し、首里城復興への願いを込めて、

自動車ナンバープレートに「首里城」を取り入れることとしている。
県内から公募等により集まった171点（117名）のデザインから、有識者による審査会にて９作

品に絞り、県内在住者を対象とした県民人気投票を実施した。
人気投票の結果、12,625件の投票があり、うち最多得票4,888票を獲得した下記のデザイン

が決定した。

令和４年１１月２５日

デザイン決定の発表と制作
者表彰式を実施
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県民等の復興への参画促進への取組（シンポジウム開催）
県、琉球大学、県立芸術大学の三者共催によ
り、行政、芸術、人材育成、学術の面から首里
城復興と沖縄の歴史文化復興に関するシンポ
ジウムを開催
日時：令和4年11月13日（日）
＠空手会館（オンライン配信あり）
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漆喰シーサーづくり

令和４年度首里城復興イベント概要

「今しか見れない
首里城をガイド」

夜の木材倉庫の様
子や復興の現状を
ガイドが案内

ナイトタイムコンテンツ
会場：首里城公園（下之御庭・北城郭）

ものづくり体験・地域交流
会場：首里城公園（芝生広場）

伝統芸能（組踊） プロジェクションマッピング

R5.2.18-3.5

R5.3.4-3.5

漆喰シーサー作り 首里旗頭
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首里城復興イベントについて 「いざ首里城 令和の木曵式」

御材木（おざいもく）
オキナワウラジロガシ
国頭村 楚洲（そす）にて採取
樹齢 98年 重量約4ｔ
長さ 約9m

※雨天中止

※雨天中止

※雨天中止

※雨天中止

・故事に倣った行事「木曳式」を実施し、首里城の完成を祈願し、
復興への機運醸成を図る。

・寄付金を活用した木材のお披露目により、支援いただいた国内外
の方々への感謝の意を示すとともに、復興に向け情報発信を行う。

動画は首里城復興
サイトで視聴できます。

首里城復興サイト
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